
１ 学識経験者 

教育委員会が行った点検・評価の結果に関して、次の４名の方から意見や助言をいた

だきました。今後の施策や事業等の展開に活用してまいります。

澤 田 慎 也 氏（北海道苫小牧東高等学校 校長）

小笠原 正 樹 氏（北海道苫小牧支援学校 校長）

髙 松 雅 弘 氏（北海道私立幼稚園協会 苫小牧・日高支部）

藤 島 豊 久 氏（苫小牧市社会教育委員会議 議長）

２ 本報告書に関する御意見 

頂いた御意見・御質問について、教育委員会の考え方と併せて次のとおり掲載します。

（一部、抜粋または要約しております）

（１）教育委員会の活動状況について 

御意見・御質問 教育委員会の考え方 

視察等について 

他市町村との情報交換や視察等は、教育委員の方々

全員を対象に、研修の場として捉え、今後も実施し

ていくべきと考えます。 

施設訪問内容が行事や式典中心となっていますが、

保育・教育の現場に出向き、子どもの成長の様子や

教育環境、教師や保育士の幼児児童生徒とのふれあ

いの姿を直に視察する機会を持つことも必要です。 

教育委員としての職務遂行に必要な知識を得るた

めには、様々な研修の機会などを通じて不断の研鑽

を積むことが重要ですので、今後も視察や研修の充

実に取り組みます。 

また、実際の教育現場へも積極的に訪問して、授

業や子供たちの様子を見学したり、教職員から話を

伺う機会も設けたいと考えます。 

【その他御意見】

会議の開催状況について

・開催頻度及び議案案件については、概ね適切であると考えます。

・定例的に開催し、多様な案件について審議され適切でした

・議案などで取り上げている案件についても「苫小牧市学校教育推進計画」や「苫小牧市第六次

生涯学習推進基本計画」に基づいた適切な内容であることを理解することができました。

議事録からは、市民の代表である教員委員の方々が教育行政に民意を反映させるため、課題意

識を持ちながら、真摯な協議を行い、意思決定がなされていることが理解できました。

・同様に、総合教育会議において市長と教育委員会が市政や教育行政の様々な課題に対し、効率

的且つ効果的に協議されていることが理解できました。

点検・評価に関する意見等 ４
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委員の活動状況について

・学校訪問や研修会、各種行事への参加について、市内外の教育現場の現状を把握し、今後の施

策に生かすため、各種計画と関連付けた内容で適切に実施されたものと考えます。

昨年度より市内の全小・中学校がコミュニティ・スクールとなりました。地域と共に進める学

校づくり、地域づくりには欠くことができない重要な施策かと思いますので、得られた情報を

もとに、各校におけるより具体的な取組を期待しております。

（２）計画の体系について 

御意見・御質問 教育委員会の考え方 

計画の体系について 

学校教育推進という考え方は、実は、生涯学習推

進の考え方に含まれるべきと考えます。本来は、生

涯学習（生涯教育）→（学校・社会・家庭教育）と

いう理念があります。今後、構成を考える場合には

参考にして下さい。

教育の概念はご指摘のとおりであります。 

本市では、学校教育分野を除いた生涯学習推進基

本計画が策定されていたため、令和 5 年度から、新

たに学校教育推進計画を策定し、現在の計画の位置

づけとしました。 

学校教育の個別計画である「学校教育推進計画」

とそれを除く「第 6 次生涯学習推進基本計画」を合

わせて本市の教育振興の計画体系と整理させていた

だいておりますのでご理解ください。 

施策項目について 

学校教育推進計画のテーマとして「１５歳の苫小

牧っ子」の文言が目を引きますが、やや唐突である

ことから、リード文の中で補説が必要と思います。 

例として、「～社会の実現」を柱に、幼保こども園・

小中学校の１５年間の保育・教育を構想し、１３の

施策項目を設定します。

「１５歳の苫小牧っ子」につきましては、苫小牧型

小中連携教育「苫小牧オール９」の推進基本方針の

記載など、いわゆるキャッチフレーズとして用いて

おります。一般の方々に馴染みやすい構成や適切な

表記に向けて、ご指摘いただいた点も含めまして、

説明文やリード文の見直しの検討を行ってまいりま

す。
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（３）主要施策等の点検・評価について 

御意見・御質問 教育委員会の考え方 

施策１ 確かな学力の育成 

２年連続でプラスの変化に乏しいことから、単元

計画だけに課題があるとは思えません。まずは方策

等に問題があるのか、問題点の再抽出と分析を実施

してはいかがでしょうか。 

児童生徒に確実に資質・能力を育成するために

は、児童生徒の主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善を行うことが必要であると考え、子

どもたちが何を学ぶか、どのように学ぶか、その視

点を大切にした単元計画を作成、実践を進めており

ます。子どもたちは自らの学びの振り返りを通して、

また、教師は指導と評価の一体化の観点から、学習

の成果と課題を検証し、単元計画に基づく学習の進

め方、指導支援の在り方など、改善点を次の学習に

生かしております。今後も、質の高い学びの実現に

向けて、教師と子ども双方の学びのデザイン力を高

めてまいります。

施策２ これからの時代に求められる資質・能力の

育成 

 学校では ICT を活用した教育活動がスタンダー

ドになってきました。児童生徒の「個別最適な学び」

と「協働的な学び」の一体的な充実に向けて、さら

に取組を進めていただきたいと思います。そのため

には児童生徒一人ひとりの実態や状況、教育的ニー

ズを把握した指導・支援が必要です。 

苫小牧市統一学力検査及び全国学力・学習状況調査

の結果を踏まえたエビデンスに基づく授業の構築

をお願いいたします。 

本市では、苫小牧市統一学力検査及び全国学

力・学習状況調査の結果を分析し、教育施策の成果

と課題を検証しております。また、授業改善を図る

ための指導のポイントや、家庭学習の取組方法など

について発信し、学校における授業改善や、児童生

徒の学習状況の改善等に役立てております。 

さらに、考察結果から浮かび上がった児童生徒の

学び方の課題を改善するため、市教委から「見通

す」「決定する」「協働する」「振り返る」の子ど

もが主語の４つの共通取組場面を適切に位置づけた

授業改善策を示しております。 

今後につきましては、児童・生徒の資質・能力の

育成のため、ICTを効果的に活用した「個別最適な

学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させ、こ

れまで以上に「主体的・対話的で深い学び」の実現

に向けた、授業改善の推進に努めてまいります。 
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御意見・御質問 教育委員会の考え方 

施策２ これからの時代に求められる資質・能力の

育成 

 ICT 機器の活用が使わないと評価が下がるとは思

いませんので質問方法に問題があるのではないで

しょうか。使用した時間よりも、先生が有効に利用

できたかあるいは生徒が満足できたかではないで

しょうか。 

 授業のねらいの達成に向けて、ＩＣＴを文房具の

ように活用しながら学ぶことが効果的であると考え

ます。現状として、ＩＣＴをよく活用する先生と苦

手と感じていることから活用をためらう先生がお

り、活用に差ができております。

 まずは、どの先生もＩＣＴを活用していくことが

大切ですので、活用時間や活用の場面を推進指標と

させていただいております。

ご指摘の通り、児童生徒の学びにおける効果的な

活用については、重要な視点であることから、すべ

ての先生方の活用頻度が高まった時点で、次の指標

を設定することを検討してまいります。

※本指標は独自のアンケート等ではなく、全国学力・

学習状況調査の質問項目から適用しています。 

施策３ 多様な価値を尊重する豊かな心の育成 

いじめの積極的認知、いじめ対策組織による組織

的な対応、児童生徒が相談しやすい状況づくり等、

いじめ対応の基本を踏まえた取組が実施されてい

ると思います。一方、推進指標からは読み取ること

ができませんが、教職員一人ひとりが、「いじめはど

この学校にも起こりうる」という意識をどれだけも

って指導・支援にあたっているのか知りたいと思い

ました。 

 苫小牧市いじめ防止基本方針の各校の具体的な取

組の項目では「いじめはどの子にも起こりうる問題

であることから、全教職員がいじめ見逃しゼロの意

識をもち、看過したり軽視したりすることなく、積

極的にいじめを認知する。」ことを明記しておりま

す。大人の目には見えにくいといういじめ問題の特

性から組織的に子どものサインを見逃さない体制を

構築するとともに校内研修や学校いじめ対策組織で

の取組等を通し、いじめ防止に対する教職員一人ひ

とりの意識の向上を図っております。 

施策３ 多様な価値を尊重する豊かな心の育成 

私の時代には男女を分けて名簿が作成されてい

たように思いますが活用とは何を指すのでしょう

か。ジェンダー平等からの理由でしょうか。そうだ

とするとこの数値は納得できるかと思います。 

どの様なことがジェンダー平等の対象になるのか

考えてみる必要があります。私の子どもの頃のよう

に男女を分けることはよくないというのであれば

先生方の負担は大きいと思います。いっそのこと女

子を先にしては男子（男性）から意見を募るのはい

かがでしょうか。子どもたち自身は今のことをどの

ように思っているのでしょうか。 

ご指摘の通り、ジェンダー平等の観点から男女混合

名簿の活用を指標としています。活用の例としては、

児童生徒に学級全員の氏名を一覧にしたものを示す

場合に男女混合の名簿を活用している学校がありま

す。子どもたち自身がジェンダー平等に対してどの

ような見識をもっているかは図りかねますが、中学

生を対象にしたジェンダー平等や多様性の尊重につ

いて考える内容の出前講座を開催しており、生徒

個々の理解深化に努めております。
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御意見・御質問 教育委員会の考え方 

施策３ 多様な価値を尊重する豊かな心の育成 

児童生徒も情報化社会で生きています。小中学校

において、いわゆる「ネットパトロール」は実施さ

れているのでしょうか。全道的に、ＳＮＳを介した

児童生徒間トラブルを耳にします。もし未実施のよ

うでしたらその取組を望みたいです。 

「ネットパトロール」に関しましては、北海道教育

委員会が毎年度委託業者に依頼し、全道を対象に実

施しております。毎月の報告書を通じ、児童生徒へ

の情報モラル教育や保護者への啓発を行っておりま

す。 

施策３ 多様な価値を尊重する豊かな心の育成 

今後の取組では「こころの授業」では幅広い領域

や講師の招聘を想定していますが、児童生徒にとっ

て一番身近な教師の人間性に触れる工夫も必要で

す。 

例えば、教師自らの体験を収集し、説話を通して

人間としての生き方を語り掛ける工夫も必要です。

テレビ番組の「しくじり先生」から生き方を学ぶこ

とも多く、参考にしてほしい。 

 ご指摘の通り、身近な先生の実体験からの説話は

大変児童生徒の心に響くと考えます。そのようなこ

とから、「こころの授業」に限らず、道徳科の授業に

おいて授業の終末の場面で教師による説話をした

り、教師が子どもたちに伝えたい言葉等を紹介した

りすることを推奨しています。

施策３ 多様な価値を尊重する豊かな心の育成 

子どもたちのわずかな変化を見逃さない知識を

得るために、対策組織の益々の研修強化を望みま

す。 

 苫小牧市いじめ防止基本方針の中で、各学校に「い

じめの防止に関する組織」を置くことを明記し、い

じめの早期発見・早期対応につなげております。ま

た、市としてもいじめ防止の啓発・研修を行うこと

で、いじめに対する理解を深め、教職員の指導力の

向上を図るよう努めております。今後につきまして

も市や学校での研修を通して、いじめの早期発見・

早期対応に向けた生徒指導の充実を図ってまいりま

す。 

施策４ 体力向上・健康教育の充実  

体力合計点は、全国平均を上回っていますが、引

き続き、学校での取組、学校と家庭が連携した取組

を推進し、望ましい運動習慣や生活習慣の形成に向

け、取組を推進していただきたいです。児童生徒が

運動に興味をもち、自ら取り組むためには、教師の

指導力向上に加え、ゲストティーチャー（アスリー

ト先生等）を活用した授業も有効です。 

 本市では、道の体力向上推進事業を活用し、小・

中学校にそれぞれ１名ずつ実践的指導力に優れた教

員を配置し、指導方法等の工夫・改善等に関する実

践研究の推進やその成果等の普及等を通して、市内

の教職員の指導力向上や体力向上の取組の充実を図

っております。さらに、中学校では、スポーツに携

わる経験豊富な講師を招いての生徒及び保護者向け

の講演会、小学校ではアイスホッケーやバスケット

ボール、サッカー等のプロ選手による体育指導を実

施している学校もあります。子どもたちの運動に関

する興味・関心を高めるために、引き続きゲストテ

ィーチャー等の効果的な活用を進めてまいります。 
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御意見・御質問 教育委員会の考え方 

施策４ 体力向上・健康教育の充実  

「朝食を毎日食べている」児童生徒の割合で、中

学生の数値が昨年よりも下がっています。栄養教諭

による巡回指導の継続や家庭との一層の連携を図

りながら、食育指導の充実を図るとともに、喫食率

の向上に努めていただきますよう、お願いします。 

 朝食喫食率の向上については、児童生徒への指導

のみならず、家庭の理解が重要であると考えており

ます。今後も引き続き、学校や家庭と連携を図りな

がら、食に関する指導及び情報発信等を行い、食育

の推進に取り組んでまいります。 

施策４ 体力向上・健康教育の充実  

運動することが好きな子どもだけを対象にして

いるのでしょうか。嫌いな子どもが好きになるよう

な方策（ガイド）はないのでしょうか。 

運動が好きな子どもたちだけを対象としているわ

けではなく、運動することが好きな子どもたちを育

成するための体育・保健体育授業の改善・充実に努

めております。研修講座や体育専科及びエキスパー

ト教員による巡回指導を通して、運動の得意不得意

に関係なく、すべての子どもが運動することを楽し

み、主体的に取り組みながら、技術の向上が図られ

るよう指導方法の改善・充実を図っております。

施策６ 学校段階間の連携・接続の推進  

将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合で、

中学生の数値が低くなっています。 

なぜ減少しているのかを分析し、分析結果にもとづ

いた、キャリア教育の推進が必要です。 

令和５年度全国学力・学習状況調査において、

「将来の夢や目標を持っている」と回答した中学生

の割合は、小学生と比べると低くなっております

が、小・中学校ともに全国平均を上回る結果となっ

ております。 

各校においては、キャリア・パスポートを活用す

ることで、児童生徒が自己理解を深め、自分のよさ

や可能性を知ったり、自らの生き方について前向き

に考えたりできるようにしております。今後につき

ましては、小学生の時に思い描いていた夢や目標が

持続していくよう、小学校と中学校が連携し、９年

間を見通した学習を教育課程に位置付けるなど、キ

ャリア教育のさらなる推進に努めてまいります。 

施策６ 学校段階間の連携・接続の推進  

小中連携研究指定校の取組等、学校段階間の連

携・接続に向けた具体的な取組は評価できます。し

かしながら推進指標にあるように、近隣の小中学校

と、教育課程に関する共通の取組を「よく行った」

と回答した学校の割合を見ると、中学校の数値が昨

年度よりも大きく下回っています。この結果に対す

る分析を行い、今後の取組の具体につなげていただ

きたいと考えます。 

 令和５年度は、新型コロナウイルス感染症が５類

に移行し、これまで自粛していた乗り入れ授業が増

加し、また共通取組事項の徹底による授業改善に研

究の重点を置いた中学校区エリアが多かったと推察

しております。一方で、継続または新規でカリキュ

ラム接続の研究を行っているエリアもあることか

ら、今後も９年間の学びの連続性を生かした取組・

研究の充実・推進に努めてまいります。 
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御意見・御質問 教育委員会の考え方 

施策６ 学校段階間の連携・接続の推進  

夢や目標は将来の職業選択のために材料を与え

るだけではなく我々大人自信が夢の継承を行い、ど

のように子どもたちに伝えていくのかが重要で、学

校教育、家庭教育、社会教育との連携が必要である

と考えます。特に小学生で重要なのは社会教育であ

り、体験活動の中から子どもたち自身が将来の夢や

目標の芽を持てるように工夫しなければなりませ

ん。大人が場を提供しただけのプログラムでは押し

つけになってしまい何も残らないのではないでし

ょうか。キャリア教育にも職場見学や職場体験の他

に、ほんもの体験など様々な角度から考える事ので

きるレシピが必要だと思います。 

夢や希望は子供たちの経験や周囲の大人や友人た

ちの経験から生まれるものと思います。その中でも

体験活動はたいへん重要であり、また将来の進路に

芽生える時期は子どもによってかなりの差があり

ます。体験活動を計画する上で子どもたちが興味を

持つことから入口とすべきであり、今私たちに求め

られていることの一つは、大人から子どもたちへの

“夢を育てる継承”をしていくことです。 

令和５年度全国学力・学習状況調査において、「将

来の夢や目標を持っている」と回答した生徒の割合

は令和４年度から減少したものの、全国平均を上回

っております。

小・中学校間でのキャリア・パスポートの引き継

ぎ・活用により、児童生徒が自己理解を深め、自分

のよさや可能性を知ったり、自らの生き方について

前向きに考えたりできるよう支援しております。ま

た、総合的な学習の時間や特別活動などの時間では、

児童生徒が自ら選択した地域企業や施設の見学を行

ったり、必要に応じて地域の外部講師を招いたふる

さと教育の授業が行われたりしております。

今後につきましても、本物と出会い、直接体験す

ることを通して、児童生徒の知的好奇心や学習意欲

を高め、多様な生き方や職業、夢などについての視

野が広がるような取組を進めてまいります。

施策６ 小中高連携の取組や活動について 

中学校区に限らず、教育局（エビデンス会議）と

の連携のもと小中高連携の取組や活動について、よ

り一層の充実を図っていくべきと考えます。 

本市の規模は大きく、また地域性からなのか、小

中高の連携が薄いと考えています。大学等の高等教

育機関が少ない地域だからこそ、市教委が調整役と

なりながら、縦（小中高の学校）、横（企業や団体等）

の関係のハブとして機能していただけることを期

待しています。

小中高連携の取組につきましては、インターンシ

ップや教育支援学生ボランティアなどの交流や、各

中学校では生徒対象に高等学校の先生を招いて、高

等学校の説明をいただくことや市内各高等学校のオ

ープンスクールや体験会に地元の中学生が積極的に

参加しております。また、胆振教育局主催のエビデ

ンスに基づく資質・能力育成事業管内ＥＢＥ協議会

において小中高の一体的な学力向上に向けた協議

等、さまざまな分野で開催されている会議や研修会

等において、意見を交わす機会が増えてきておりま

す。今後もさらなる連携した取組について検討して

まいります。 

施策７ 不登校児童生徒への支援の充実  

不登校の児童生徒の学びを保障するため、ICT を

活用したオンライン授業の実施は、有効な手立ての

一つかと思います。 

一方で、放課後登校等に取り組んでいるケースがど

の位あるのか気になりました。 

放課後登校を行っているケースはありまが、放課

後登校における調査の実績はないため人数や実態等

について把握しておりません。今後もＩＣＴの活用

も含めて不登校児童生徒の学びの保障や社会的自立

に向けた指導・支援に向けた取組を推進してまいり

ます。 
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御意見・御質問 教育委員会の考え方 

施策７ 不登校児童生徒への支援の充実  

不登校児童が急激に増加していることから、今後

の取組の具体化を望みます。誕生から義務教育終了

年までの１５年間をトータルに見通し、発達段階に

応じた発達課題を意識した保育・教育の在り方を喫

緊に検討する必要があります。 

不登校の要因は多岐に渡り、対応に苦慮するケー

スもあることから子どもたちにとって「これかなら

できるかも」と一歩足を踏み出せるようなきっかけ

が大変重要であります。教育支援センター、フリー

スクール等民間施設の活用やオンライン活用など、

これまでの支援を充実させるとともに、各児童生徒

の発達段階に応じた支援につきましても幼・小連携

の充実を図り、配慮して行っているところではござ

いますが、よりよい方策について検討してまいりま

す。

施策７ 不登校児童生徒への支援の充実  

教員を孤立させないとあるが、文科省の報告書に

よると不登校の原因には教師の資質も原因の一つ

とされています。よって質の高い研修が必要と思い

ますが分析だけでなく予防と解決も含めて欲しい

です。 

（今後の取組み）検討ばかりではなく実践という明

記が必要。 

本市では小・中学校の教諭と担当指導主事５名を

構成メンバーとして令和６年度から不登校対策研究

委員会を立ち上げております。不登校児童生徒の要

因は多岐に渡っており、一人一人のニーズに適した

支援が求められることから、児童生徒の不登校状況

の段階や実態に応じた効果的な支援について調査・

研究し、効果が期待できる支援策を市内教職員に発

信するなど、日常の実践につながる支援の充実を図

ってまいります。

施策７ 不登校児童生徒への支援の充実  

フリースクールを運営している組織において、子

どもたちを取り巻く社会が急速に変化しているこ

とはいうにも及ばないと思いますが、長く続けてい

くためにもスクール同士の情報交換会を設けては

どうでしょうか。 

令和６年５月に「苫小牧市公的機関及びフリース

クール等民間施設情報交換会」を開催し、市内フリ

ースクール等民間施設の代表者、教育支援センター

指導員、及びスクールソーシャルワーカー並びに教

育委員会職員が一同に会し、不登校児童生徒の支援

の在り方や学校、各関係機関との情報共有及び連携

体制について意見を交流しております。今後も継続

的に関係機関と連携するなどして、適切な支援の方

策について検討してまいります。
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御意見・御質問 教育委員会の考え方 

施策７ 不登校児童生徒への支援の充実  

地域社会をよくするために何をすべきかを「考え

たことがある」と答えた児童が増えたことは良いの

ですが設問の意味が漠然としていてわからない。何

をすべきかを考えるだけではなく“問題を見つけて

実際に実行したことがあるか”の方がよかったので

はないかと考えます。 

コミュニティ・スクールの全小・中学校導入など

により地域との活動が活性化していることから、児

童生徒の地域や社会に対する愛着が芽生え、地域社

会に貢献したいという意欲が向上したものと解釈し

ております。質問項目を変更する点におきましては、

児童生徒の地域社会への参画状況を鑑みながら、検

討してまいります。

※本指標は独自のアンケート等ではなく、全国学力・

学習状況調査の質問項目から適用しています。 

施策 10 教育環境・学校施設・設備の充実  

部活動の地域移行については、市内高校側に向

け、市としての見通しや方針の情報をいただきなが

ら、連携を図っていただけると幸いです。 

令和６年３月に「とまこまい型部活動地域移行ビ

ジョン」を策定し、部活動の地域移行に関して苫小

牧市としての方針をお示しし、令和６年７月に小学

５・６年生、中学１・２年生の保護者を対象に説明

会を実施し、説明会資料や質問、意見について HP に

掲載したところでございます。

最新情報は随時更新する予定でございますが、部

活動の地域移行について、共に連携を図る部分がご

ざいましたら、ご協力いただけると幸いです。

施策 11 主体的に生涯学習を続け、郷土の発展を支

えるひとづくり  

赤ちゃん、絵本とびら事業を実施したとあります

が、推進指標を見ると、R5 年度は事業対象者への

配付率が示されておりませんが、未実施ということ

でしょうか。 

「赤ちゃん、絵本のとびら事業」につきましては、

平成 27 年度から市内に住所のある 0 歳児とその保

護者を対象に毎年実施しております。絵本の受け渡

し方法は、読書関連施設等で受け取っていただく引

換券方式を採用しており、引換期日は対象者が１歳

を迎える月の末日までとしております。そのため、

令和 5年度の対象者への最終引換率は、令和 6年度

末をもって確定しますことから、推進指標にお示し

しておりませんのでご理解願います。 
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御意見・御質問 教育委員会の考え方 

施策 12 主体的に生涯学習を続け、郷土の発展を支

えるひとづくり  

新たな人材バンクの検討とあります。人口減少に

伴い、ボランティアや講師の減少にも対応できるよ

うな人材バンクの利用システムの作成を願います。 

生涯学習課では、苫小牧アーティスト・バンクと

いう、芸術家の登録ということで行っております。

しかし、実際には生涯学習の指導者もご登録いただ

いているということもありますので、新たに生涯学

習の人材バンクなどの検討を進め、これらを活用し

ていくことで、人材を活用でき、学び・教えるとい

う、学びの循環する生涯学習社会の構築に繋がると

考えております。ご提案のボランティアにも対応で

きるシステムということですが、現在、苫小牧市ボ

ランティアセンターなどで各種講座を行っておりま

すので、バンクの検討に当たってはこの部分にも留

意しながら検討を進めてまいりたいと考えておりま

す。 

科学センター 

科学センターの今後の取組として、幼児期の発達

に応じた新鮮な展示やワクワクする科学体験、空想

広がるプラネタリウム視聴を通して、科学への芽生

えと興味関心を高めることに努めてほしい。保育

園・子ども園などの身近で充実した見学先として選

ばれる施設の拡充を望みます。 

 科学センターでは、未就学児を対象としたものと

して「プレスクール工作体験」などの工作教室を開

催しております。また、パズルなどの木製のおもち

ゃで自由に遊んだり絵本を読んだりして楽しむこと

ができる「あそびの森」というスペースを設けてお

ります。プラネタリウムにつきましては、幼稚園・

保育園等の保育施設を対象に七夕特別投影を行って

おります。この投影は幼児向けに独自に作成した、

七夕に関連する物語で、今年度も多くのこどもたち

に楽しんでいただくことができました。 

 工作体験などを通じて未就学児の科学に対する興

味関心を引き出し、就学後も科学センターの利用促

進の流れにつなげることが重要であると認識してお

ります。そのためにも既存の教室等が単純な繰り返

しにならないよう、ニーズを反映できるような内 

容を目指し、充実化に努めます。 

【その他御意見】

・各項目の表現及び評価、方向性については、概ね適切であると考えます（見開き１ページやＰ

８のように見方を掲載しており、とても見やすく分かりやすいです）。

・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を目指し、共通取組事項を定め、全市一

体となった取組を推進していることは評価できます。個々の教員の指導力向上に向けた各種取

組も動画配信を活用する等、教員の働き方にも配慮した工夫が見られます。

・教員の授業力向上や授業改善に向けた指導・助言といった支援を行ってきたことは評価できま
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す。授業づくりを考えた時、一人ひとりの児童生徒が、「わかる」「できる」「やりたい」といっ

たことを実感できる授業は、子どもたちの主体的な学びにつながります。子どもたちにとって、

「できる状況」を整えることで、子どもたちの「できること」が増えていきます。ＩＣＴの活

用も含め、子どもたちが力を存分に発揮できる学習環境を整えていくという視点も加えながら

の取組に期待します。

・ＡＬＴの放課後児童クラブや幼稚園への派遣、小学生高学年のイングリッシュカフェなど、楽

しみながら英語や異文化に親しみをもつ機会が増えてきたようです。

小学生への指導にあたっては、英語教育に関する専門性はもちろんですが、早い段階から英語

に慣れ親しむことで、中学校以降の学習にスムーズにつながっていくと考えます。小学校段階

の外国語活動の充実と、小中９年間の確かな成長を目指した学びを構築していただくことに期

待します。

・自己肯定感や自尊感情の高まり、多様な価値観があることの理解が深まったことなど、取組の

成果が現れていると思います。豊かな心の育成に課題とありますが、現在までの取組に加え、

地域の企業と連携した職場体験、芸術鑑賞会、自然体験教室といった、体験活動を充実させて

いくことも、子どもたちの豊かな心の育成につながっていくものと思います。

・外部専門家との連携強化への取組も評価することができます。場合によっては児童相談所等の

関係機関とも緊密に連携して「チーム」として対応する体制づくりの継続・充実に向けた取組

に期待します。

・毎日提供される給食は、子どもたちにとってまさに「生きた教材」です。地元食材を活用した

メニューやリクエスト給食、姉妹都市の学校とのオンライン交流は、子どもたちの食に対する

興味関心を育てます。また、インスタグラムを活用した情報発信は、広く本市の取組を知って

いただく良い取組であると思います。

・障がいのある児童生徒に対する切れ目のない一貫した指導や支援を充実させるためには一人ひ

とりの障がい特性や教育的ニーズに応じた「個別の指導計画」を作成し、具体的な目標や指導・

支援方法を明確にすることが必要です。また計画した内容を適切に評価し、上方、下方修正の

サイクルを回すことも必要です。推進指標からは通常学級における作成率が R ４年度より大

きく下回っていますので、一層の取組強化を期待します。

・関係機関との連携を図りながら、全ての教員の特別支援教育に関する専門性向上に取り組んで

いることは評価できます。特に特別支援学校との連携は、パートナーティーチャー派遣事業の

活用もそうですが、日常的な協力・連携体制の構築が必要です。小・中学校、高等学校と特別

支援学校の教員がともに学び合い、高め合い、持続可能な関係性の構築に期待します。

・施策に関わる具体的な取組が実施されたことを理解することができました。児童の小学校入学

に際し、保育所や幼稚園と小学校との連携が重要となってきます。特に特別支援教育において

は、こうした「学校間連携」が重要です。子どもの連続した学びを円滑に次の学びの場へとつ

ないでいくため、一層の充実に期待します。

・不登校の子どもに対する学習の保障という点で、オンラインによる学習指導の支援は、かなり

有効的で必要項目であると考えます。

・不登校児童生徒の支援については、教育支援センター（適応指導教室）の開設・運営、支援員、

スクールソーシャルワーカー等の人的配置等、積極的に取り組んできたところではありますが、

年々右肩上がりで不登校児童生徒数は増加しています。
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それぞれのケースによって、登校が困難となった要因は様々で、複合的な要因もあると思いま

す。今後の取組に多面的、多角的に分析とありますが、ぜひお願いしたいと思います。

推進指標による、教育支援センターの活用状況は決して多くはありません。また、活用した児

童生徒の内、何人が学校生活へ復帰することができているのかと思いました。

学校、家庭、関係機関の連携によるチームで対応していくことで、児童生徒が活動の中で成長

し、人と関わる自信や楽しさ、新しい目標に向かってコツコツと挑戦する力が醸成されること

を強く願っています。

・不登校児童生徒を取り巻く状況が複雑な場合もあります。施策にもあるように、学校復帰だけ

ではなく、将来の社会的自立につなげるため、学校だけではなく、関係するする機関へつなげ

ていくということも大切であると思います。関わりを広げることに困難なケースもあると思い

ますが、今後の取組に期待します。

・学校運営協議会は、学校と地域がビジョンを共有し、学校運営に地域の声を積極的に生かし、

地域と一体となって特色ある学校づくりを行うために良い制度です。

特別支援学校の場合、通学範囲が広域で、障がい種によっては全道域となることから、各校で

は、「エリア・コミュニティ」と「テーマ・コミュニティ」という両方の視点をもった学校運営

協議会に取り組んでいます。

活用事例集等、各校でぜひ情報を共有し、地域と共にある学校づくりや、学校運営協議会をと

おして、学校運営がより活性化されることを期待しています。

・昨年度より市内の全小・中学校がコミュニティ・スクールとなりました。地域と共に進める学

校づくり、地域づくりには欠くことができない重要な施策かと思いますので、得られた情報を

もとに、各校におけるより具体的な取組を期待しております。また、学校は子どもたちの学び

の場であることはもちろんですが、地域コミュニティの核となるような場所でありたいとも思

っています。

・学校運営協議会が全市で導入された初年度にもかかわらず、推進指標で高い数値が表れていま

す。教職員や保護者、地域への説明や推進する体制の整備といった、事前の準備がていねいに

行われていたことが、成果の要因であると推察されます。

今後、学校運営協議会で新たに創造された取組の他、これまで各校で積み上げてきた実践の発

展型としての取組も行われることが予想されます。全て新しいことに取り組まなければならな

いということではなく、導入までの自校の取組を基礎としながらそれを整理し、発展・充実へ

つなげていくという視点も必要です。

・また学校運営協議会における具体的な活動は、持続可能なことをゆっくりと創り上げていくと

いう視点も大切であると考えます。学校と地域が Win-Win の関係となるような取組ができる

ような方向を検討していく視点も必要です。学校から地域を見た時に、「地域から何を」そし

て、「地域へ何を」という視点を持ちながら、各校の学校運営協議会が充実したものとなること

を期待します。
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・早急に「登校」を目指すのではなく、様々な学びの環境を提供し、ステップを踏みながら登校

を目指していることは評価できます。

・ヤングケアラー支援は、社会的にも大きな問題となっており、その中でも本市は、日頃より行

政と学校が連携した早期発見・早期対応の協力体制がとられていると思います。継続した取組

と関係機関相互の連携機能強化に期待します。

・働き方改革について、道のアクションプランⅢでは、「教員一人一人が、『変わってきた』と実

感できる働き方改革の推進」が示されています。部活動指導に関わる負担の軽減もそうですが、

ICT の活用などによる校務の効率化と役割分担の推進、適切な教育課程の編成・実施などによ

る学校運営体制の見直しなどによる改善、意識の変容を促す取組、学校サポート体制の充実と

いった Action と具体的な取組についての方向性や取組を促す施策が必要です。

適切な教育課程の編成・実施に関わって、年間標準時数に近づけるため、週２コマの削減を実

施した学校があります。その学校では、創出された時間を有効に活用して、週に一日を「ノー

会議デー」として設定し、教材準備の時間を確保することにつながっています。現在までの取

組と合わせて教職員全員が「自分事」として働き方改革を考えることができるような組織づく

りが必要です。

・多くの企業や団体と連携した取組が行われていることがわかりました。定員に満たない教室・

講座が増えてきているとのことですが、ぜひ各企業・団体と連携し、魅力ある活動が創出され

ることに期待をしております。

・アールブリュット作品展等、障がいを持つ方々が芸術に触れたり、自らが作品を制作する機会

が増えてきました。ぜひ、障がいを持つ方々に対する取組も今後ご検討いただき、充実してい

くことを期待しております。

・図書館に関わる点検・評価のページの設定については、適切であると考えます。

・特別支援学校、特に知的障がい校に在籍する児童生徒は、校外学習でコミュニティセンターや

北洋大学の図書館を利用させていただき、公共施設のマナーを学びながら、図書に親しむ学習

を行っています。「出張！図書館！」等、新たな取り組みも検討されているようですので、今後

も、誰にとっても優しく、利用しやすい図書館という視点で取組が一層充実されますよう、期

待しています。

（４）その他 

御意見・御質問 教育委員会の考え方 

日本版DBSについて教育委員会では議論されま

したでしょうか。また、方向性はいかがでしょう

か。

現在のところ、教育委員会内部では日本版 DBS

について議論しておりません。今後につきまして

も議論の必要性については、国や道の動向や社会

情勢を注視しつつ、慎重に検討してまいります。
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【その他御意見】

・特別な支援や配慮が必要な児童生徒、いじめや自己有用感がもてないことで、不登校となってい

る児童生徒等、多様なニーズ、状況の子どもたちがいます。その子たちも含め、誰一人取り残す

ことない「令和の日本型教育」を構築していくためには、学校のみならず、保護者、地域の人々

が一体となって、子どもたちの教育活動を支えていくよう、取り組むことが大切です。

今後とも本市で暮らし、学ぶ全ての子どもたちのために、どうぞよろしくお願いいたします。
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